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青春がよみがえる再会のとき
11月３日（月・祝）

「同窓会総会」「ホームカミングデー」開催！

〒583-8501 大阪府羽曳野市学園前3丁目2-1
 TEL.072-956-3181（代表）　TEL.072-956-3183（入試・広報課直通）

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/  E-mail nyushi@shitennoji.ac.jp

IBU OPEN CAMPUS 2014
日 月・祝 日

9/7 日
10/5 11/3 12/14

●推薦入試対策講座［傾向と対策］（9/7のみ）
●推薦入試対策［プレ入試］・一般入試対策講座
　［傾向と対策］（10/5のみ）
●一般入試対策［プレ入試］（12/14のみ）
●キャンパスツアー
●個別相談コーナー 
●入試説明会 
●学生フリートーク ほか
※内容等の詳細は、本学ホームページでご確認ください。

プログラム（予定）

自由応募型 郵送：8月25日（月）～9月9日（火）
持参：9月10日（水） 9月14日（日） 9月21日（日）

入 試 の 種 類 出 願 期 間 試 験 日 合 格 発 表

Ａ
Ｏ
入
試

特技入試資格型 Net出願・郵送：9月16日（火）～10月3日（金）
持　  参：10月4日（土） 10月11日（土） 10月16日（木）

前期日程 Net出願・郵送：10月3日（金）～10月27日（月）
持　  参：10月28日（火）

11月6日（木）
11月7日（金）

※試験日自由選択制
11月14日（金）

後期日程 Net出願・郵送：11月14日（金）～12月15日（火）
持　  参：12月16日（火） 12月19日（金） 12月23日（火）

推
薦
入
試

前期日程 Net出願・郵送：12月25日（木）～1月20日（火）
持　  参：1月21日（水） 2月4日（水）

中期日程 Net出願・郵送：1月19日（月）～2月9日（月）
持　  参：2月10日（火）

1月27日（火）
1月28日（水）

※試験日自由選択制

2月21日（土）

後期日程 Net出願・郵送：2月10日（火）～3月3日（火）
持　  参：3月4日（水） 3月10日（火）

2月16日（月）

3月15日（日）

センター試験
利用入試 I 期

Net出願・郵送：12月25日（木）～2月9日（月）
持　  参：2月10日（火） 2月21日（土）

Net出願・郵送：2月10日（火）～3月3日（火）
持　  参：3月4日（水） 3月11日（水） 3月15日（日）

一
般
入
試

センター試験
利用入試 II期

2月17日（火）

大 　 学［ 共 学 ］

●人文社会学部  日本学科、国際キャリア学科、社会学科、人間福祉学科（健康福祉専攻）
●教  育  学  部  教育学科（小学校・幼児保育コース／中学校英語・小学校コース／保健教育コース）
●経  営  学  部  経営学科（マネジメントコース／会計ファイナンスコース／ビジネス法コース）

自由応募型 I 期 郵送：8月25日（月）～9月9日（火）
持参：9月10日（水） 9月14日（日） 9月21日（日）

自由応募型 II 期 郵送：10月3日（金）～10月27日（月）
持参：10月28日（火） 11月8日（土） 11月14日（金）

自由応募型 III 期 郵送：10月30日（木）～11月18日（火）
持参：11月19日（水） 11月25日（火） 11月28日（金）

入 試 の 種 類 出 願 期 間 試 験 日 合 格 発 表

Ａ
Ｏ
入
試

特技入試資格型 Net出願・郵送：9月16日（火）～10月3日（金）
持　  参：10月4日（土） 10月11日（土） 10月16日（木）

基　　礎 Net出願・郵送：9月22日（月）～10月17日（金）
持　  参：10月18日（土）

10月23日（木）
10月24日（金）
※試験日自由選択制

10月29日（水）

推
薦
入
試

一　　般 Net出願・郵送：12月25日（木）～1月20日（火）
持　  参：1月21日（水） 2月4日（水）

1月27日（火）
1月28日（水）

※試験日自由選択制

センター試験
利用入試 I 期

Net出願・郵送：12月25日（木）～2月9日（月）
持　  参：2月10日（火） 2月21日（土）

一
般
入
試 2月17日（火）

短 期 大 学 部［ 共 学 ］

●保   育   科　●生活ナビゲーション学科 ライフデザイン専攻／ライフケア専攻

博士前期課程
９ 月 選 考 郵送：8月26日（火）～9月5日（金）学内選抜・

一般選抜・
社会人選抜

9月13日（土） 9月21日（日）

郵送：1月19日（月）～1月29日（木） 2月7日（土） 2月14日（土）

郵送：1月19日（月）～1月29日（木） 2月7日（土） 2月14日（土）

入 試 の 種 類 出 願 期 間 試 験 日 合 格 発 表

大 学 院［ 共 学 ］

●人文社会学研究科 人間福祉学専攻 （博士前期課程・博士後期課程）

博士前期課程
２ 月 選 考

博士後期課程
一般・

社会人対象

【平成27年度 IBU入学試験日程】
※詳細やその他の入試などについては、入試・広報課まで
　お問い合わせください。
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インターネットで
出願が可能な入試
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184
No.1!
教員合格者

数

大阪私立大
学

平成26年度
教員採用試験
合格者総数

小学校教員合格者数
中学校・高等学校教員合格者数 
養護教諭合格者数

148名
29名

7名
※2014年3月3日現在
※既卒生を含む

関西地区 名!175
名!大阪府地域120

（実数183名）
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笠原 一哉
人文社会学部 社会学科

専門分野
ジャーナリズム論

岩尾 洋
教育学部 教育学科

専門分野
薬理学
高血圧

伊藤 重男
経営学部 経営学科

専門分野
経営学
地域ビジネス論

恵木 徹待
人文社会学部
国際キャリア学科

専門分野
国際政治学
安全保障論

吉田 康成
教育学部 教育学科

専門分野
健康・スポーツ科学
身体教育学

小森 めぐみ
人文社会学部 社会学科

専門分野
社会心理学
感情心理学

小川 圭子
教育学部 教育学科

専門分野
幼児教育学
保育学

佐藤 美子
教育学部 教育学科

専門分野
理科教育学
科学教育学

福本 義久
教育学部 教育学科

専門分野
教育学
教科教育学

丹羽 智美
教育学部 教育学科

専門分野
青年心理学
発達心理学

平 成 2 6 年 度 新 任 教 員 紹 介

始動!
2017年、四天王寺大学は創立50周年を迎えます。その象徴として、学生を中心としたプロジェクト「COCOROE（こころえ）PROJECT」が始動しまし
た。プロジェクトの内容は多岐に渡り、学内にとどまらず、学外での活動を通じ地域社会とつながり、学生の主体性を育てることが目的となっていま
す。多数のプロジェクトが始動していますが、現在活動中の３つのプロジェクトをご紹介します。

COCOROE塾 地域連携COCOROE e - COCOROE

近隣の中学生を対象に、週一回、藤井寺駅前キャンパスに
て「COCOROE塾」と名付けた無料の学習塾を開く予定です。
塾の先生となるのは、将来先生をめざす本学の学生たち。
指導する教科は英語からスタートし、ゆくゆくは5教科に
拡大していきます。将来、教師をめざす学生たちは空き時
間も使って授業づくりに没頭。実践的な学びの場となって
います。この「COCOROE塾」のお手本となっているのが、
四天王寺大学の起源であり、聖徳太子が創った日本最古の
学問所・四天王寺敬田院。敬田院は「他人に対する慈しみの
心」を持った人材を育成するために創られた場所でした。
四天王寺大学は聖徳太子の精神を受け継ぎ、COCOROE塾
を通して、聖徳太子のように強い志と慈しみの心に満ちた
人材を育てていきます。

教師の卵による
英語補習塾をつくろう！

昨年秋、「あきない実践研究」を受講する1・2年生が、藤井
寺駅周辺まちづくり協議会が主催するハロウィンイベン
ト「商店街丸ごとデコレーション」(通称デラハロ)を手伝い
ました。地域の子どもたちが仮装して商店街をパレードす
る中、学生は子どもたちに風船を配ったり、安全に歩行で
きるように進路を確保したり、地域のリーダーやボランティ
アとともに大奮闘！「あきない実践研究」では、商店街等で
のフィールドワークを行ないながら、地元の方々と交流し、
まちの活性化と商業のあり方を考える、PBL型（企画を通
じて課題解決に取り組む）の特色ある授業を展開しています。
これからも地域と連携を図り、人材育成と産業振興、まち
づくりに取り組んでいきます。

藤井寺ハロウィン
デラハロのパレードで大活躍！

予測困難な時代、答えのない問題に対して課題を見つける
チカラ、他者と協同で学びあうチカラが求められています。
そのチカラを育成し、学生の主体的な学びを促進するために、
ICT（情報通信技術）が注目されています。ICTは、人と人を
結ぶコミュニケーション・ツールであり、能動的に使いこ
なすことで、プレゼンテーション実践のチカラも養うこと
ができます。そこで四天王寺大学では、2013年に「ICTアク
ティブ・ラーニング教室」と「ICT模擬授業教室」を新設し、
電子黒板やiPad、クリッカーなどを整備しました。マルチ
メディアを活用した教材を使った授業や、リアルタイムで
情報を共有する双方向授業、教室を飛び出したフィールドワー
ク型の授業など、ワクワクする授業やイベントを展開して
いきます。

デジタルネイティブ世代に対応した
主体的な学びを提案！

大阪府域の教員採用試験で私立大学トップクラスを
誇る教育学部教育学科！
公立学校教員採用試験に今年も多数輩出!
今年度の公立学校教員採用試験で184名が合格し、大阪府域の私立大学で
はトップクラスの合格者数という輝かしい成績を挙げました。新たに教員
となった卒業生の皆さんのご活躍をお祈りいたします。

四
天
王
寺
大
学

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

（
開
室
日
時 

平
日
10
時
〜
18
時
）

入
学
式
お
よ
び
新
入
生

歓
迎
会
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

羽
曳
野
市
と
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
調
印
式
を

行
い
ま
し
た
。

水
無
月
祭
開
催

入
学
試
験
成
績
優
秀
者

奨
学
金
給
付
証
書

授
与
式
開
催

 

平
成
26
年
４
月
24
日（
木
）、入
学
試
験
成
績
優
秀
者
奨
学

金
給
付
証
書
授
与
式
が
７
号
館
１
階
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
独
自
の
奨
学
金
と
し
て
、一
般
入
学
試
験
前
期

日
程（
大
学
）お
よ
び
公
募
制
推
薦
入
学
試
験
基
礎（
短
大
）

に
お
け
る
各
学
科
の
成

績
優
秀
者
に
、夏
学
期
授

業
料
相
当
分
の
奨
学
金

を
給
付
し
て
い
ま
す
。本

年
も
、大
学
６
名
、短
期

大
学
部
２
名
が
対
象
と

な
り
、西
岡
祖
秀
学
長
よ

り
、奨
学
金
給
付
証
書
を

一
人
ひ
と
り
に
授
与
し

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
本

学
で
の
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

 

平
成
26
年
４
月
、あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
23
階
キ
ャ
ン
パ
ス

フ
ロ
ア
に
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。

本
学
を
め
ざ
す
高
校

生
等
へ
の
情
報
発
信

の
拠
点
、学
生
の
教

育
研
究
活
動
や
課
外

活
動
等
の
発
表
の
場
、

学
生
の
就
職
活
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、

卒
業
生
の
情
報
交
換

や
交
流
の
場
、公
開

講
座
、講
演
会
等
に

活
用
で
き
る
施
設
で

す
。鈴

蘭
会
に
よ
る
素
読
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

 

平
成
26
年
２
月
２
日（
日
）本
学
大
講
堂
に
お
い
て
、鈴
蘭

会
に
よ
る
素
読
会「N

ew
 

Y
ear 

S
oD

oK
u

―
総
理
夫

人
と
素
読
を
通
し
て
触
れ
る
日
本
の
心
―
」を
開
催
し
、約

１
３
０
人
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

鈴
蘭
会
は
、江
戸
時
代
に
藩
校
や
寺
子
屋
で
行
わ
れ
て
い

た
教
育
方
法「
素
読（
そ
ど
く
）」を
改
め
て
現
代
に
普
及
さ

せ
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

 

当
日
は
、鈴
蘭
会
名
誉
会
長
で
あ
る
安
倍
昭
恵
さ
ん（
安

倍
晋
三
総
理
大
臣
夫
人
）も
お
越
し
い
た
だ
き
、漢
文
の
古

典「
四
書
五
経
」の
中
の「
大
学
」を
会
場
一
体
と
な
っ
て
音

読
し
ま
し
た
。

 

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、安
倍
夫
人
と
本
学
の
西
岡
祖

秀
学
長
、ゲ
ス
ト
と
し
て「
お
手
々
の
し
わ
と
し
わ
を
合
わ

せ
て
幸
せ
」の
Ｃ
Ｍ
で
お
馴
染
み
の（
株
）は
せ
が
わ
の
長

谷
川
裕
一
会
長
、進
行
役
と
し
て
Ｔ
Ｖ
Ｑ
九
州
放
送
報
道

部
長
の
加
地
良
光
さ
ん
に
よ
る『「
素
読
」で
取
り
戻
そ
う
！

日
本
の
教
育
』を
テ
ー
マ
に
、体
験
に
基
づ
く
貴
重
な
お
話

し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日

（
火
）、平
成
26
年
度
入

学
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
大
学
院
２

名
、大
学
８
５
１
名
、大

学
３
年
次
編
入
学
17
名
、

短
期
大
学
部
２
５
２
名
、

計
１
１
２
２
名
の
新
入

生
が
入
学
し
ま
し
た
。

式
典
の
後
、新
入
生
へ

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
保
護
者
対
象
ガ
イ

ダ
ン
ス
、在
学
生
に
よ

る
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。桜
で
満
開
の
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、た
く
さ
ん
の
新
入
生
、保
護
者
、在
学
生
が
あ
ふ

れ
、新
し
い
Ｉ
Ｂ
Ｕ
の
一
員
を
加
え
活
気
に
充
ち
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

 

平
成
26
年
５
月
20
日（
火
）、本
学
に
お
い
て
羽
曳
野
市
の
北

川
嗣
雄
市
長
と
本
学
西
岡
祖
秀
学
長
に
よ
り
、羽
曳
野
市
と

四
天
王
寺
大
学
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
は
平
成
17
年
よ
り
羽
曳
野
市
教
育
委
員
会
と
生
涯
学

習
交
流
事
業
に
関
す
る
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
、連
携
事
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、今
回
の
協
定
で
は
、地
域
社
会
の
発

展
と
人
材
育
成
を
中
心
に
多
様
な
分
野
で
包
括
的
な
連
携
協

力
関
係
を
築
き
あ
げ
る
こ
と

が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
定
調
印
式
終
了
後
は
、本

学
の
西
岡
学
長
を
は
じ
め
久

家
副
学
長
、大
関
セ
ン
タ
ー
長

ら
と
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｅ 

Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
や
今
後
の
羽
曳
野
市

に
つ
い
て
、和
や
か
に
歓
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
６
月
29
日（
日
）

「
陽（
よ
う
）」の
テ
ー
マ
の

も
と
に
第
19
回
水
無
月
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。

 

連
日
、雨
が
続
き
、当
日
の

天
候
が
心
配
で
し
た
が
、

見
事
に
晴
れ
渡
り
、最
高

の
天
候
の
中
で
の
開
催
と

な
り
、終
始
、盛
り
上
が
り

を
欠
か
す
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。ま
た
、Ｉ
Ｂ
Ｕ
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、一
般

の
方
々
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
も
印
象
的
で
、学
生
運
営
委
員

会
が
か
か
げ
た
テ
ー
マ
通
り
の
陽
気
な
お
祭
り
と
な
り
ま
し

た
。ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
方
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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学
校
法
人
四
天
王
寺
学
園
は
、聖
徳
太
子
が
推
古
元
年（
西
暦
５
９
３
年
）四
天
王
寺

を
創
建
さ
れ
て
以
来
、１
４
０
０
有
余
年
仏
教
精
神
に
則
っ
た
人
間
形
成
の
場
と
し

て
、そ
の
建
学
の
精
神
を
今
に
受
け
継
い
で
参
り
ま
し
た
。

こ
の
度
皆
様
の
多
大
な
ご
支
援
の
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
、平
成
29
年
に
四
天
王
寺
大

学
は
創
立
50
周
年
を
、四
天
王
寺
大
学
短
期
大
学
部
に
お
い
て
は
創
立
60
周
年
を
迎

え
ま
す
。

今
日
の
激
し
く
変
化
す
る
社
会
に
お
い
て
、少
子
高
齢
化
に
端
を
発
し
、大
学
を
取
り

巻
く
環
境
は
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
は
い
え
、長
引
く
不
況
の
中
、未
来

を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
な
時
代
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、社
会
の
高
度
情
報
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
有
為
な
人
材
を
輩
出

し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、そ
の
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
、本
学

で
は
教
育
研
究
・
施
設
設
備
等
の
基
盤
整
備
に
一
層
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
行
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

現
在
、四
天
王
寺
大
学
創
立
50
周
年
に
向
け
て
、教
育
面
で
は
本
学
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て
、「
課
題
解
決
型
教
育
に
よ
る
学
修
の
質
保
証
と
全
人
教
育
化
の
推
進
」を
推
し

進
め
て
お
り
、施
設
設
備
面
で
は
、新
体
育
館
の
建
設
を
平
成
27
年
６
月
竣
工
に
向
け

て
着
手
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、今
後
と
も
教
育
研
究
・
施
設
設
備
の
整
備
に
努
め
、学
生
に
よ
り
充

実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
提
供
で
き
る
よ
う
、皆
様
か
ら
の
ご
支
援
を
厚
く
広
く

賜
り
た
く
、こ
の
度
寄
付
金
事
業
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
様
に
は
諸
事
ご
多
端
の
折
り
、誠
に
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、本
学
の
教
育

理
念
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
教
育
活
動
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
し
て「
四
天
王
寺
大
学

創
立
50
周
年
記
念
新
体
育
館
建
設
事
業
」に
何
卒
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

四
天
王
寺
大
学
同
窓
会
会
員
な
ら

び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
は
、日
頃

よ
り
四
天
王
寺
大
学
同
窓
会
の
運

営
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。さ
て
、い
よ
い

よ
平
成
29
年
に
大
学
50
周
年
、短
期

大
学
部
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。さ
ま

ざ
ま
な
記
念
事
業
を
成
功
さ
せ
る

た
め
、大
学
と
同
窓
会
が
力
強
い
協

力
体
制
の
も
と
に
、動
き
出
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。厳
し
い
経
済
情

勢
の
中
で
誠
に
恐
縮
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、母
校
な
ら
び
に
同
窓
会
の

更
な
る
発
展
と
共
に
、学
修
環
境
の

充
実
化
の
た
め
の
こ
の
記
念
事
業

の
重
要
な
意
義
を
ご
賢
察
い
た
だ
き
、

ご
寄
付
に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
付
金
募
集
に
つ
い
て
の
お
願
い

学校法人四天王寺学園
理事長 瀧藤 尊淳

四天王寺大学同窓会
会長 森田 貴夫

四天王寺大学・大学院
四天王寺大学短期大学部
学長 西岡 祖秀

寄 付 金 の お 申 込 み 方 法
本学では多くの皆様から、幅広くご寄付を募ることを目的とし、銀行振込みとインターネットなどを利用した募金を受付しています。

■ 銀行の窓口からの振込みによるお申し込み
同封の振込用紙（寄付申込書を兼ねています）によりお振込みください。なお、三井住友銀
行、ゆうちょ銀行（郵便局）からのお振込みの時は、振込み手数料は不要です。

（他行からお振込みいただく場合は、別途、振込み手数料が必要となります）

領収書は、寄付金の入金を確認次第、お送りいたします。
なお、領収書の発行日付は、本学へ入金があった日付になります。
そのため、年末にお申し込みをされた場合、領収書の発行日付が翌年になる
可能性があります。その場合、寄付金控除も翌年の対象になりますのでご承
知おきください。
また、クレジットカードによるご寄付についても、カード会社より本学へ入
金があった日付となります。
よって、クレジットカード決済でお申し込みいただいた場合、寄付金が本学
に入金されるまでには、お申し込み日から2～3ヶ月を要する場合がありま
すので、11月以降のお申込の際は寄付金控除の対象となる年には十分ご注
意ください。

事務局経理課までご連絡ください。
なお、お振込み確認後、本学より「寄付金受領証明書」をお送りいたします。
税制上の優遇措置を受ける際に必要となりますので大切に保管ください。

■ クレジットカード・インターネットバンキング・
　 コンビニ決済を利用したお申し込み

本学ホームページ内の「寄付金のお願い」より、お手続きください。

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/donation/
ご利用できるクレジットカード

（海外発行のカードもご利用できます）

個 人 の 場 合

法 人 の 場 合

領収書の発行について

お問合せ先

四天王寺大学 事務局 経理課
TEL.072-956-9937（直通）  FAX.072-956-9894
E-mail：keiri@shitennoji.ac.jp

お申し込みの際の入力の事項は、本来の目的（寄付金収受業務にかかること）以外には使用しません。ご本人の
同意を得ずに、個人情報を第三者に提供することはいたしません。なお、一部業務を外部に委託しておりますが、
事前に健全に委託業務運営を行っていることを確認し、個人情報が適正に保護されるよう、適切な措置をとる
ものとします。また、情報の保管管理は厳重に行い、終了後は本学の個人情報の取扱に基づき削除いたします。

個人情報の取り扱いについて

例）11月にお申し込みの場合

11/1 11/30 12/10 翌年1/15

お申込 お申込
月納め

本学への入金
（領収書の発行）

カード会社
月納め

教育研究・施設設備等整備事業資金
在学生の保護者、卒業生、教職員、その他本事業に賛同いただける全国の
個人および企業・法人等
5億円
個人・法人（企業）・・・1口1万円（1口以上）
※1口未満のご寄付もありがたくお受けいたします。
※寄付金は、個人・法人（企業）を問わず、法規に基づいた所定の手続きに
　より寄付金控除の対象となります。
　詳しくは、添付資料にてご確認ください。
平成27年12月31日まで

アリーナ、ダンススタジオ、屋内プールのほか、シャワールームやトレーニングルーム、カフェラ
ウンジなどを備えた最新の体育館。平成27年6月の誕生に向け、建設を進めていきます。トレー
ニングルームは卒業生の方々もご利用頂けます。

使 　 　 途 ：
募 集 対 象 ：

募集目標額：
寄 付 金 額 ：

募 集 期 間 ：

■新体育館概要

メインアリーナ棟
［RC＋S造・地上2階建］
1階 2,087.79m2　　2階 546.92m2

中央棟
［S造・地上3階建］
1階 685.48m2　　　  2階 582.83m2　　3階 697.16m2

プール棟

［ 建 築 面 積 ］

［S造・地上3階建］
1階 1,434.59m2　　2階 416.94m2　　3階 1,071.23m2

3,822.53m2

［ 延 床 面 積 ］ 7,522.94m2

［ 構 造・規 模 ］

四天王寺大学創立50周年記念新体育館建設事業
学修環境充実に向け、新体育館を建設します。

教育研究・施設設備等整備事業資金
在学生の保護者、卒業生、教職員、その他本事業に賛同いただける全国の
個人および企業・法人等
1億円
個人・法人（企業）・・・1口1万円（1口以上）
※1口未満のご寄付もありがたくお受けいたします。
※寄付金は、個人・法人（企業）を問わず、法規に基づいた所定の手続きに
　より寄付金控除の対象となります。
　詳しくは、添付資料にてご確認ください。
平成30年9月30日まで

ICTアクティブ・ラーニング教室等を学修コミュニティの拠点として、学
生と教職員が共通目標に向けてデジタル作品の制作、課題解決型学修、
プレゼンテーション、模擬授業などを実施する。また、大学と学外をネッ
ト回線で介し、遠隔授業も実施。IBUの知的財産や教育を発信している。

学生の主体性を引き出す、「学生による学生のためのプロジェクト」COCOROEプロジェクト。
「こころえ」には、「揺るぎない心へ」と願う気持ち、さらには一人ひとりが心に未来予想図をとい
う想いから「心に絵を」という意味が込められています。

使 　 　 途 ：
募 集 対 象 ：

募集目標額：
寄 付 金 額 ：

募 集 期 間 ：

教育研究活動の活性化ならびに教育環境の整備推進事業
教育研究活動の活性化として「COCOROEプロジェクト」を推進します。

■新体育館外観

■メインアリーナ ■屋内プール

■カフェラウンジ「coco Cafe」 ■トレーニングルーム
　※卒業生の方々もご利用頂けます。

e-COCOROE
プロジェクト

大学の社会資源を地域に還元する具体的実践として、学生が地域に
出て教育活動を行う。この教育活動により学生は社会人基礎力を身
に付け、かつ、成功体験や達成感を持つことで将来の希望する就職の
実現の糧とする。

地域連携
COCOROE
プロジェクト

中学校英語教員をめざす本学学生に教育実践の場を提供することを目
的として、藤井寺駅前キャンパスに於いて、無償での中学生用補習塾の
企画・運営を計画している。

COCOROE塾
プロジェクト
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